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治療を受ける 
子どもへの説明 
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 病気・ 治療について子どもに説明することで、子ども自身が積極

的に治療やケアに参加し、病気に対する自己管理意識を高めたりで

きるといったメリットがあります。また、子どもは不必要に悪い想

像を膨らませて不安を高め、そのことをうまく言葉にできないこと

があります。その際、子どもが理解できる言葉で適切に説明する 

ことで、子どもに安心感を与え、信頼関係を築くことができます。 

 子どもに説明をする意義 

子どもの発達の特徴 

この時期は、日常生活の基本となる食事、睡眠、排泄、衣類

の着脱を身につけ、生活リズムを整える時期です。自分の感情

や意思を子どもなりに表現するようになります。 

【1歳前後】言葉が出始める。指差しで意思疎通できる 

      自己主張が強くなる 

【1歳半頃】簡単な言いつけを理解する 

【2 歳頃】 からだの部分（目 口 手 足 お腹）の名前が言

える 

【3歳頃】 「交渉」を始める。色や数がわかり始める 

 

子どもの病気の理解 

【2歳まで】病気の理解はほとんどないが、家族との分離不安が

強く、周囲の状況から痛い処置を察する。泣いた

り嫌がったりする。 

【3歳】  病気について考え始めるが、病因・ 症状・ 治療の関

係の理解は難しい。 
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子どもへの説明ポイント

★検査や治療は病気がよくなるために必要であることが

わかるように、やさしく伝える 

★子どもが“知りたい情報”を理解し、誠実に答える 

★できる限り、子どもにうそはつかないように対応する 

★病気は誰のせいでもないことをはっきりと伝える 

子どもへの説明で気になることがあれば、医師 看護師に

お声かけください。 

治療を受ける子どもの目標 

 受診 入院が苦痛を伴う体験のみではなく、がんばった体験

として意味づけられる。 

★子どもの遊び、一緒に楽しむ時間を大切にする 

★できたこと、がんばったことは褒める 

★子どもが泣いたり、嫌がっても否定せずに子どもの思

いを受け止める 

★病気だからと特別扱いしない 

子どもへの接し方のポイント
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